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　私の研究室では「多様な主体の共創による自然の

循環的利用・保全と地域づくり」をテーマにしていま

す。具体的には、中山間・離島地域の活性化（ビジョン

づくり、防災、観光、移住定住促進、ジオパークなど）、森

林保全、海ごみ問題解決への取り組み、生き物と共生

する農業などのフィールドで、「公益社会のデザインと

実践」に取り組み、山形から全国に発信しています。

　私は「公益は “愛” なり」、すなわち、公益とは「“他者

（自然や人々）の存在”を尊重し、“他者への思いやり”と

“他者とのつながり・調和”を大切にする心、それにもと

づく思考と行動である」と考えています。大学の授業で

は、フィールドワークを重視して、公益を求める「心」の

あり方、実現するための具体的な「方法」論と「行動」力

の三つをバランスよく身につける実践的な学びを展開

しています。「他者が喜ぶことを、自分の幸せにつなげ

る」ことで、有意義な生き方をしたいと考えているみな

さんを、ぜひともお待ちしています！
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大学ではこんなことを研究しています 先生からメッセージ

略歴

自然と共生する地域づくり、公益とは何か？

地域づくり、自然環境保全、ボランティア

環境社会学、地域づくり論

自然を大切に守り育て、
地域を元気にしよう！
　「さまざまな立場の人たちが共創し、自然を循環的に利用し保全
することで、地域を元気にする」ための仕組みを考えます。住民・
NPO・行政・企業等と協力し、中山間・離島の地域づくり、森づくり、海
ごみ問題への取り組み、生き物と共生する田んぼなどの事例から、
自然と人間が共生する公益社会のモデルを学びましょう！

呉  尚 浩 教授
●出張講義分野

●研究分野のキーワード

●専門分野

「地域を元気にしたい！」 「自然を大切にしたい！」方に

※もっと詳しく
　知りたい方は

http://naogoo.cafe.coocan.jp/diary/

地
域
福
祉

公

益

学

部

経
済
・
経
営

政

　
　策

地
域
福
祉

国
際
学
部

メ
デ
ィ
ア
情
報

語

　
　学

教

　
　職

リ
カ
レ
ン
ト

観
光
・
ま
ち
づ
く
り

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
教
育
機
構

公

益

学

部


